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世界の風力発電の導入量について
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TOTAL:743GW
前年比93GW増

出典：GWEC(Global Wind Report 2021)

GW

CAGR：年平均成長率

CAGR
+26%

CAGR
+17%

CAGR
+11%
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世界の洋上風力発電の導入量について
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2020年洋上風力導入量：35GW
CAGR +24%

CAGR：年平均成長率

出典：GWEC(Global Wind Report 2021)

GW
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洋上風力産業ビジョン（第1次）
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資源エネルギー庁 第2回 洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会 「洋上風力産業ビジョン（第１次）概要」より引用
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日本の洋上風力発電の導入量について
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資源エネルギー庁 第2回 洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会 「洋上風力産業ビジョン（第１次）概要」より引用

エリア別導入イメージ（青：2040年、赤：2030年）
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技術開発ロードマップ
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2021年4月1日の「洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会作業部会」で示された
「洋上風力の産業競争力強化に向けた技術開発ロードマップ」において、具体的な技術開発項目が示された。
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風力発電関連NEDO事業一覧
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

調査

実証
研究

研究
開発

導入
支援

高度
実用
化

FS

洋上風況観測システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風力発電システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風況観測（洋上風況マップ）
低コスト施工技術調査

低コスト施工技術実証

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

超大型風力発電システム実証研究開発（７MW級）

(共通基盤研究)

洋上ウィンドファーム開発支援事業
洋上ウィンドファームFS

環境アセスメント調査早期実施実証事業

風車部品高度実用化

スマートメンテナンス技術研究開発 風車運用高度化

風車の大型化

社会実装

低コスト化

(バージ型)
(セミサブ型)

着
床
式

浮
体
式 （基盤調査）

（要素技術実証）(要素技術開発)

（浮体式洋上風力発電低コスト化技術開発）

部品高度化、維持管理
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次世代浮体式洋上風力発電
システム実証研究（バージ型）[2014~2021年度]

代表的な事業①
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・設備容量：3MW（2枚羽風車）
・浮体形式：バージ型（鋼鉄製）

51m×51m×10m
・設置地点：

響灘沖 北九州沖合15km
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代表的な事業②
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シャフト

リッド

スカート

浸透流

ポンプ

先端抵抗減少
周面摩擦減少

P

内外の圧力差に
よる押し込み力

サクション

強制排水

L：スカートの根入れ長
D：スカートの外径

低コスト施工技術実証／サクションバケット基礎施工技術実証[2019～2022年度]

バケット



2021年度NEDO新エネルギー成果報告会

代表的な事業③
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DB

異常検知等AI状態監視技術

エンドユーザ
（運用者、部品メーカ等）

メンテナンス

支援情報の
提供

Webアプリケーション

最新AI状態監視
技術の利活用

運用現場フィードバック
最新現場データ等の
・データ収集・蓄積

・学習による性能向上

運用現場知見、
専門知識等の
フィードバック

持続的な
・メンテナンス利便性向上
・AI技術高度化
によるポジティブスパイラル

＜＜ 風車状態監視Webアプリケーションの研究開発＞＞
風車運用高度化技術研究開発[2018～2021年度]

• CMSセンサー等より風車データを取得
• 格納するデータベースと、故障による停止時

間を短縮するためのＡＩを利用
• 故障予知機能を搭載したアプリケーションを

開発、設計、構築し、運用
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代表的な事業④
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洋上ウィンドファーム開発支援事業

（赤枠内：助成事業対象、青枠内：委託事業対象）
●着床式洋上ウィンドファーム開発支援事業（港湾区域）

港湾区域の着床式洋上ウィンドファームにかかる事業費・運転保守費などを詳細
に試算し、発電コストに係る基礎データとして取りまとめることを目的に、以下
の区域で実施。

①茨城県鹿島港沖（2013～2014年度）
②北海道石狩湾新港港湾区域（2015～2017年度）
③秋田県秋田港・能代港（2015～2017年度）
④福岡県北九州市響灘沖（2018～2021年度）

●一般海域における洋上ウィンドファーム基礎調査
一般海域における海底地盤、気象・海象などの情報を効率的に収集する方法を策
定し、実海域において洋上風力発電設備の設置に係る基礎設計に必要なデータを
収集することを目的に実施。（2018～2022年度）

●洋上風況調査手法の確立
スキャニングライダーなどのリモートセンシング技術等を活用した、日本の海域
における洋上風況の合理的な観測手法を確立するための技術開発等を行うことを
目的に実施。（2019～2022年度）

●洋上風力発電設備にかかる落雷リスク
我が国の厳しい気象条件の一つである落雷に関して、洋上風力発電設備にかかる
リスク等を明らかにすることを目的に2020年度から実施。（2020～2022年度）

●洋上風力発電の地域一体的開発に向けた調査研究事業
地域と一体となった海域の開拓に向けた方向性等について検討することを目的に
実施。（2021～2022年度）
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海洋エネルギー技術研究開発
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2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2021以降

海洋エネルギー
先導研究
（2009-2010）

海洋エネルギー
ポテンシャル
調査（2010）

海洋エネルギー

発電実証等研究開発

(2018～2021年度）
・デバイスの発電特性、

施工・設置方法、塩害・
生物付着対策技術等を検
証し、発電コスト算出に
資するデータ等を収集し
て、発電システムを確立
する。

海洋エネルギー発電システム実証研究
発電デバイスを実海域に設置・運転し、性能や
コストを検証

海洋エネルギー発電技術共通基盤研究
各国の技術開発や市場動向の情報収集、海洋エ
ネルギー発電システムの性能評価方法や手順の
取りまとめ

次世代海洋エネルギー発電技術研究開発
発電性能や信頼性の向上に向けた要素技術開発
を実施

2030年～
海洋エネ
ルギー
発電の
実用化

IHI：海流発電

ｴﾑ･ｴﾑﾌﾞﾘｯｼﾞ：
空気ﾀｰﾋﾞﾝ式波力発電

協和ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ：
相反転ﾌﾟﾛﾍﾟﾗ式潮流発電

三井造船：
機械式波力発電
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グリーンイノベーション基金事業
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現在、「グリーンイノベーション基金事業／洋上風力発電の低コスト化プロジェクト」に係る公募を実施中。

【公募ページ】https://www.nedo.go.jp/koubo/FF2_100336.html
NEDO HP＞実施者募集(公募)よりご覧いただけます。
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ご静聴ありがとうございました


